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Abstract. We give a necessary and sufficient condition for a sta-
tistical structure to be realized as a minimal affine surface in R3.

この講演では，次の結果を報告した：
定理 ([2]) M を単連結で向きづけられた２次元多様体とし，(∇, h) を
その上の統計構造とする．(∇, h) が (R3, D, Det) 内の極小アファイン
曲面により誘導されるための必要十分条件は次で与えられる：

1. ∇Volh = 0.

2. trh{(Y, Z) 7→ (∇Y Ric∇)(Z, X)} = 0 が任意の X ∈ TxM につい
てなりたつ．

3. (∇, h) のスカラー曲率が恒等的に０である．

ここで，(∇, h) が M 上の統計構造であるとは，∇ が M 上のねじ
れのないアファイン接続，h は M 上の擬リーマン計量であり，∇h が
対称になるときをいう（[1], [3]）．極小アファイン曲面の正確な定義は
教科書 [6]にゆずるが，R3 の標準的な体積要素 Det から “自然に” M

上に誘導される面積に関する変分問題の臨界点ととらえればよい．
この定理は，ユークリッド空間内の極小曲面のリーマン構造を特徴

づけたリッチの定理（たとえば，[4]を参照）のアファイン版を試みた
ものである．極小曲面の内在的な特徴づけをするという観点に立つと，
次がより自然な設定であろう：

問題 M を単連結な２次元多様体とし，(∇, θ)をその上の等積構造とす
る（すなわち，θは∇に関して平行な面積要素）．(∇, θ)が (R3, D, Det)

内の極小アファイン曲面により誘導されるための必要十分条件を求めよ．
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なお，この定理は，高次元化および余次元２の極小中心アファイン
はめ込みへの拡張が容易にできる（[2]）．その際，[5], [3]が重要な役
割を果たすことを指摘しておきたい．
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